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  (百万円未満切捨て）

１．平成28年３月期第１四半期の業績（平成27年４月１日～平成27年６月30日） 

（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年３月期第１四半期 1,783 9.7 216 55.5 225 47.1 186 91.5 

27年３月期第１四半期 1,626 5.7 138 52.1 152 54.0 97 △78.8 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年３月期第１四半期 21.58 － 

27年３月期第１四半期 11.27 － 

 

（２）財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産 

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

28年３月期第１四半期 11,397 9,414 82.6 1,086.69 

27年３月期 11,792 9,552 81.0 1,102.60 
 
（参考）自己資本 28年３月期第１四半期 9,414 百万円   27年３月期 9,552 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
27年３月期 － 0.00 － 33.00 33.00 
28年３月期 －         
28年３月期（予想）   0.00 － 37.00 37.00 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無 

 

３．平成28年３月期の業績予想（平成27年４月１日～平成28年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 3,400 1.0 290 △6.6 310 △7.4 210 △1.5 24.24 

通期 8,050 2.3 795 4.2 830 2.7 570 80.6 65.79 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無 

 

 



※  注記事項 

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．４「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）四半期財務諸表の作成に特有

の会計処理の適用」をご覧下さい。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無 

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無 

③  会計上の見積りの変更                    ：無 

④  修正再表示                              ：無 

 

（３）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年３月期１Ｑ 8,754,200 株 27年３月期 8,754,200 株 

②  期末自己株式数 28年３月期１Ｑ 90,889 株 27年３月期 90,859 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年３月期１Ｑ 8,663,319 株 27年３月期１Ｑ 8,663,341 株 

 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は実施中です。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提

となる事項等については、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧下さい。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益や雇用情勢の改善等、景気は緩やかな回復基調にあるも

のの、海外景気の下振れリスクによる景気後退懸念は依然として払拭されず、先行きは不透明な状況で推移いたし

ました。 

このような経済環境のなか、1957年の創業以来追求し続けてきた経営理念を再認識し、2020年以降も持続的成長

を実現する為に「変化と成長」をスローガンとした「Tanabe Vision 2020」を策定いたしました。 

そして、「変化と成長に挑む戦略パートナー」として、自らの会社も時代に合わせて変化し、より高度な戦略価

値を提供できるよう、我が社の祖業であるコンサルティング（経営相談）を全事業領域へ拡大し、「ファーストコ

ールカンパニー －100年先も一番に選ばれる会社」を創造できる組織へと生まれ変わりました。 

組織体制の改組にあわせて事業の区分を、当第１四半期会計期間より、従来のコンサルティング事業、ネットワ

ーク事業、セールスプロモーション事業の３事業から、経営コンサルティング事業、セールスプロモーション（Ｓ

Ｐ）コンサルティング事業の２事業へ変更し、報告セグメントの区分も「経営コンサルティング事業」と「セール

スプロモーション（ＳＰ）コンサルティング事業」へと変更しております。 

管理面におきましても、経営コンサルティング事業内に、企業戦略のシンクタンク機能を持つ戦略総合研究所を

設け、企業戦略・成長エンジンのサポート強化に努めると共に、経営管理本部では、引き続き全社の人材育成制度

の充実と採用体制の強化やコンプライアンス・リスク管理の推進に注力してまいりました。 

このような取り組みの結果、当第１四半期累計期間の売上高は、17億83百万円（前年同期比9.7％増）となり、

営業利益２億16百万円（前年同期比55.5％増）、経常利益２億25百万円（前年同期比47.1％増）、四半期純利益は

１億86百万円（前年同期比91.5％増）となりました。 

なお、当社が販売しているビジネス手帳（暦年版）が第１四半期会計期間、第２四半期会計期間、第４四半期会

計期間に比べ、第３四半期会計期間に販売が集中する傾向があるため、業績に季節的変動があります。 
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セグメントの業績は、次のとおりであります。 

なお、当第１四半期会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同期比較については、前

年同期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

＜経営コンサルティング事業＞ 

（チームコンサルティング型経営協力） 

中堅・中小企業の戦略パートナーとして、顧客最適の視点でチームを編成し、戦略コンサルティングを実施し

てまいりました。「ビジネスモデルの再構築」「ジュニアボード（若手役員候補教育）」「ビジョンづくり」

「事業承継」「ホールディングス経営」等のチームコンサルティングが増えた結果、経営協力契約数は、期中平

均407契約（前年同期403契約）と安定的に推移し、経営協力単価も伸長したことで、順調な売上の伸びとなりま

した。 

（人材育成・教育） 

実践主義・成果主義で新たな組織戦略に適合させるオーダーメイドの教育（研修）が、顧客企業ニーズにマッ

チし、売上を伸ばしております。また、提携先の金融機関を対象とした階層別の人材育成支援売上も堅調に推移

しております。 

（セミナー） 

５月から全国10拠点で開催した「幹部候補生スクール」は、前年を上回る受講者数となり、６月から７月にか

けて同じく全国で開催した「ファーストコールカンパニーフォーラム」では、継続参加先に加え、新規企業が参

加者数の３割を占める等大きな伸びとなりました。 

（各種会） 

「戦略ドメイン＆マネジメント研究会」は、前年同期に比べ５テーマ増え13テーマとなり、顧客企業の経営・

戦略課題に直結し、事業成長のポイントを身近に掴める点が好評で、大きな売上の伸びとなっております。 

（アライアンス（提携）＆会員） 

全国の地域金融機関・会計事務所等とのアライアンス（提携）戦略につきましては、金融機関・会計事務所等

の提携先が145と拡大し、提携先の顧客支援を目的とした勉強会（「経営塾」）では、中堅・中小企業の支援や

高付加価値なサービスを提供してまいりました。 

このような結果、経営コンサルティング事業の売上高は、11億40百万円（前年同期比13.7％増）となり、セグメ

ント利益は３億９百万円（前年同期比27.8％増）となりました。 

＜セールスプロモーション（ＳＰ）コンサルティング事業＞ 

（ＳＰコンサルティング） 

若い女性や幼稚園・育児マーケットを中心にプロモーションツールを駆使した「セールスプロモーションコン

サルティング（プランニング＆ディレクション）」をチーム営業で取り組み、顧客ニーズにマッチした提案を行

えたことにより顧客基盤が拡大し、前年同期を上回る売上となりました。 

（ノベルティ）

ノベルティ等の販促商品の販売は、継続・安定した受注に加え、大手・中堅企業の新規顧客開拓が進み受注に

繋がったことにより、前年同期を上回る売上となりました。 

（マーチャンダイジング・ＯＥＭ） 

ＯＥＭ商品の開発・支援では、販売チャネルやルート開拓を実施し、販売数量は増加したものの、販売単価が

低下した為、前年同期を下回る売上となりました。 

このような結果、ＳＰコンサルティング事業の売上高は、６億43百万円（前年同期比3.2％増）となり、セグメ

ント損失は72百万円（前年同期はセグメント損失84百万円）となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況

（資産の部）

当第１四半期会計期間末における資産合計は、113億97百万円となり、前事業年度末比３億94百万円減少いたし

ました。 

 流動資産は、前渡金の増加等がありましたが、配当金の支払等により現金及び預金が減少したこと等により、前

事業年度末比４億46百万円減少いたしました。

固定資産は、投資有価証券の減少等がありましたが、役員生命保険や繰延税金資産の増加等により、前事業年度

末比51百万円増加いたしました。

（負債の部）

当第１四半期会計期間末における負債合計は、19億82百万円となり、前事業年度末比２億57百万円減少いたしま

した。 

 流動負債は、前受金や預り金の増加等がありましたが、未払金や賞与引当金の減少等により、前事業年度末比２

億44百万円減少いたしました。 

 固定負債は、退職給付引当金の増加がありましたが、役員退職慰労引当金の減少により、前事業年度末比12百万

円減少いたしました。

（純資産の部）

 当第１四半期会計期間末における純資産合計は、94億14百万円となり、前事業年度末比１億37百万円減少いたし

ました。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では今後の業績予想につきましては、前回発表（平成27年５月15日）しました第２四半期累計期間及び通

期の予想に変更はありません。

【注意事項】

上記予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後の様々な要因により予想数値

と異なる場合があります。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第１四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,516,389 2,974,394 

受取手形及び売掛金 608,817 436,665 

有価証券 1,500,000 1,500,000 

商品 47,086 53,065 

原材料 13,971 46,029 

その他 275,545 504,643 

貸倒引当金 △1,630 △1,287 

流動資産合計 5,960,178 5,513,512 

固定資産    

有形固定資産    

建物（純額） 639,648 632,593 

土地 1,663,477 1,663,477 

その他（純額） 36,623 43,106 

有形固定資産合計 2,339,749 2,339,177 

無形固定資産 29,317 29,695 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,640,250 1,577,994 

その他 1,822,762 1,936,906 

貸倒引当金 △2 △2 

投資その他の資産合計 3,463,009 3,514,898 

固定資産合計 5,832,076 5,883,770 

資産合計 11,792,255 11,397,283 

負債の部    

流動負債    

買掛金 306,975 205,639 

未払法人税等 114,264 77,647 

賞与引当金 207,000 102,300 

関係会社整理損失引当金 2,000 2,000 

その他 1,067,527 1,065,419 

流動負債合計 1,697,768 1,453,005 

固定負債    

退職給付引当金 178,658 181,604 

役員退職慰労引当金 363,590 348,351 

固定負債合計 542,248 529,955 

負債合計 2,240,016 1,982,961 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成27年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成27年６月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,772,000 1,772,000 

資本剰余金 2,402,847 2,402,847 

利益剰余金 5,310,133 5,211,213 

自己株式 △39,291 △39,319 

株主資本合計 9,445,689 9,346,741 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 106,549 67,579 

評価・換算差額等合計 106,549 67,579 

純資産合計 9,552,238 9,414,321 

負債純資産合計 11,792,255 11,397,283 
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（２）四半期損益計算書

（第１四半期累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年６月30日) 

売上高 1,626,132 1,783,285 

売上原価 861,090 885,894 

売上総利益 765,041 897,390 

販売費及び一般管理費 626,094 681,263 

営業利益 138,947 216,127 

営業外収益    

受取利息 4,992 2,109 

受取配当金 5,954 5,601 

その他 3,491 3,817 

営業外収益合計 14,439 11,528 

営業外費用    

有価証券評価損 253 740 

保険解約損 － 1,913 

その他 223 － 

営業外費用合計 477 2,653 

経常利益 152,909 225,002 

特別損失    

固定資産除売却損 0 146 

特別損失合計 0 146 

税引前四半期純利益 152,909 224,855 

法人税等 55,299 37,885 

四半期純利益 97,610 186,970 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
 

経営 

コンサルティング 

事業 

セールス 

プロモーション 

（ＳＰ）コンサル 

ティング事業 

売上高          

外部顧客への 

売上高 
1,002,893 623,238 1,626,132 － 1,626,132 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

297 21 318 △318 － 

計 1,003,190 623,259 1,626,450 △318 1,626,132 

セグメント利益 

又は損失(△） 
241,926 △84,001 157,924 △18,977 138,947 

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去と報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ 当第１四半期累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 

（注）１ 

四半期 

損益計算書 

計上額 

（注）２ 
 

経営 

コンサルティング 

事業 

セールス 

プロモーション 

（ＳＰ）コンサル 

ティング事業 

売上高          

外部顧客への 

売上高 
1,140,057 643,227 1,783,285 － 1,783,285 

セグメント間の

内部売上高又は

振替高 

－ 2,617 2,617 △2,617 － 

計 1,140,057 645,844 1,785,902 △2,617 1,783,285 

セグメント利益 

又は損失(△） 
309,241 △72,000 237,241 △21,113 216,127 

（注）１．調整額は、セグメント間取引消去と報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

   ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項 

当第１四半期会計期間より、当社の祖業である「コンサルティング」を全事業へと拡大・多角化すること

を目的とした組織体制の改編に伴い、報告セグメントを従来の「コンサルティング事業」、「ネットワーク

事業」及び「セールスプロモーション事業」の３区分から、「経営コンサルティング事業」及び「セールス

プロモーション（ＳＰ）コンサルティング事業」に変更しております。 

なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報は、組織体制改編後の報告セグメントの区分に基づき作成

したものを開示しております。 
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